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年性皮膚筋炎に併発した

異所性 化に対するタト科的治療例の検討
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要 旨 :若年性皮膚筋炎は,特徴的な皮疹と慢性の筋の炎症を呈する原因不明の全身性リウマチ性疾
患である.若年性皮膚筋炎には異所性石灰化を合併することがあり,疼痛や炎症,石灰の露出,関節

可動域制限などが問題となる。石灰化に対しては様々な内科的治療が試されているが未だ確実な治療

法はない。外科的治療については,国内外での症例報告がいくつか散見されるが,手術適応や結果に
ついて詳しく言及したものは少ない。そこでわれわれは当科で手術を行った 7例について,石灰化出

現部位および手術部位,手術時の症状,石灰化の局在,手術方法と再発の有無を検討した。当科での

手術適応は, 1)局所あるいは全身性の炎症 2)局所の疼痛 3)皮膚への露出 4)関節可動域制限の

症状を有する症例としている。しかし,こ れらの症状がなくとも, 5)石灰化病変の増大そのものが

整容的に問題となるものにおいては,患者本人および家族の理解を得た上で手術を施行している。外

科的に全摘出できたものに比べ,減量術に止まった症例では術後の再発率が有意に高く,手術を施行

する部位についてはできる限り病変の全摘出を行うことが望ましい。しかし全摘出が困難な症例も多

く,その場合には安易に手術を行わず,適応について特に慎重に検討する必要がある.

Key"rd鶴  若年性皮膚筋炎 Guv前le dennttomyosiis),異 所性石灰化 (dystrophic caciicaiOn),手術適応 (inica―
■on for surgical trettment)

はじめに

若年性皮膚筋炎 もuvenile dcrlnatomyosids,以 下 JDM)

は,特徴的な皮疹と慢性の筋の炎症を呈する原因不明の

全身性リウマチ性疾患である
1)。 JDMに は異所性石灰

化を合併することがあり,疼痛や炎症,石灰の露出,関

節可動域制限などが問題となる。石灰化に対しては様々

な内科的治療が試されているが未だ確実な治療法はな

く2),当科では症状を有する症例に対して外科的治療を

行っている。石灰化に対するタト科的治療については,国

内外での症例報告がいくつか散見されるが
3)～ 5),手術

適応や結果について詳しく言及したものは少ない
6).今

回われわれは,JDMに併発した異所性石灰化 7例の外

科的治療を経験したので,文献的考察を加え報告する。

対象と方法

2001年 8月 から2010年 8月 までに,JDMに異所性石
灰化を併発し当科で外科的治療を行った 7例を対象とし

た。石灰化出現部位および手術部位,手術時の症状,石
灰化の局在,手術方法と再発の有無につき検討を行った。

手術時の症状は,発赤,熱感等,局所の炎症や全身性の

発熱を認め,炎症の鎮静化を図る目的で手術を行ったも
のを「炎症」,炎症所見は明らかでないが,関節運動時

や接触時に疼痛があり,疼痛コントロールを主な目的と

して手術を行ったものを「疼痛」,皮膚への露出や潰瘍

化,排液のあったものを「露出」,関節可動域制限の改
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